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令和６年５月２２日  

中 央 図 書 館 

 

「令和６年度 板橋区図書館を使った調べる学習コンクール」の実施について 

 

１ 目  的 

児童・生徒が抱くさまざまな疑問や興味に対し、区立図書館を活用して自ら学び、解決し、

作品としてまとめることで、児童・生徒の図書館利用を促進するとともに、自ら調べる力、

学ぶ力を育む。 

   

２ 主  催 

板橋区、板橋区教育委員会 

 

３ 対  象 

板橋区内に在住または在学の小中学生 

 

４ 募集部門 

小学校低学年の部、小学校中学年の部、小学校高学年の部、中学生の部 

 

５ 応募期間・方法 

⑴ 期  間 ９月２日（月）～９月９日（月） 

⑵ 方  法 作品ごとに「応募カード」を添付し、板橋区立小中学校在校生は各学校へ、   

それ以外は図書館へ提出する。 

 

６ 応募要件 

⑴ 公共図書館や学校図書館を使って調べまとめた作品であること 

※応募者本人の作品に限り、AI（人工知能）により生成、利用した応募は不可。 

⑵ テーマは自由(身近な疑問や不思議に思うこと、興味があることなど) 

⑶ 作品のサイズ：小学生は B４または八つ切りサイズまで、中学生は A４サイズまで。 

※模造紙等にまとめる場合は、上記サイズに折りたたむ 

※パソコンで作成する場合は、文字サイズ 11 ポイント以上、1ページ文字数が 1,000 文 

字を目安として読みやすさに配慮する 

⑷ ページ数：50 ページ以内（表紙・目次・参考文献一覧は除く） 

※集めた情報をまとめた資料集を「別冊」として添付することができる。 

⑸ 調べるときに利用した資料名や図書館名を書くこと 

⑹ 他のコンクールとの二重応募は不可 

※継続して応募する場合は、過去の作品も別作品と考えて引用をし、「参考・引用文献リ 

スト」に掲載すること 

 

７ 審  査 

⑴ 審査方法 



    応募された作品は、下記のとおり４段階で審査する。 

① 校内審査 

応募作品数が一定数を超えた場合、各校で校内審査を行う。小学校は作品数が学級

数×２を超えた場合、中学校は作品数が著しく多い場合に審査する。ただし、全校

生徒が応募した学校は学級数×３を提出上限数とする。 

② 第一次審査 

各図書館のサービスエリアの小中学校から応募のあった作品を各図書館にて審査し、

上位から５%程度を選定する。 

③ レベル調整会 

中央図書館職員、各地域館児童担当者が調整を行う。 

各図書館の第一次審査選定作品を集め、第二次審査の対象相当か確認し、各部門原

則最大 20 作品までに絞る。 

④ 第二次審査 

教育長、教育長職務代理者、板橋区教育会、板橋区立中学校教育研究会代表、 

地域教育力担当部長、中央図書館長、地域図書館長(又は司書)が審査を実施する。  

 

⑴ 審査基準 

    詳細は別紙のとおり 

 

8 表  彰 

最優秀賞…各部門１作品、優秀賞…各部門１～３作品、奨励賞…各部門１～10 作品 

最優秀賞、優秀賞、奨励賞は、総応募数の 1.5％の作品数を選出し、賞状及び副賞（図書 

カード）を贈呈する。ただし、応募数の 1.5%の作品数が 30 作品を超える場合は、合計 30 

作品を上限とする。なお、優秀賞及び奨励賞は、総応募数により変動する。 

 

9 表 彰 式（予定） 

令和６年 12 月８日（日）午後１時～１時 30 分  会場：中央図書館ホール 

 

10 全国コンクールへの推薦 

  最優秀賞、優秀賞、奨励賞は、公益財団法人図書館振興財団が主催する「図書館を使った調

べる学習コンクール」に推薦する。 

 

11 スケジュール（予定） 

時  期 内  容 

６月下旬～７月中旬 

ポスターの校内掲示、児童・生徒へのちらしの配付 

各図書館から学校にちらし・ポスターの配付・掲示を依頼する。 

【出張説明会】 

作品のまとめ方などの説明を、希望する小中学校に行う。 

（夏季休暇） 
【夏休み調べる学習勉強会】 

図書館にて、調べる学習を行うための勉強会を行う。 

９月２日(月) 

～９日(月) 

児童・生徒から提出作品を受け取り 

（８日までであれば、各校で提出締切設定可能） 

（９月上旬） 校内審査 



９月 10 日（火） 

～17 日（火） 
各学校から図書館へ作品提出 

（９月下旬） 第一次審査 

９月 26 日（木） レベル調整会 

10 月３日（木） 第二次審査 

12 月８日（日） 
表彰式開催 

最優秀賞・優秀賞受賞者に賞状・記念品の贈呈 

（12 月中旬） 
参加賞の送付 

図書館振興財団の参加賞を、各学校に配付 

１月 14 日(火) 

～17 日(金) 
本庁舎イベントスクエアにて、受賞作品複製を展示 

（１月中旬） 全国コンクール審査結果発表 

２月３日（月） 

～９日（日） 
図書館ホールにて、受賞作品複製を展示 

  

※ 新型コロナウイルスの状況により、実施内容・スケジュールが変更になる場合がある 

 

12 令和５年度コンクール実績 

⑴応募校数  区立小学校 47 校/52 校、区立中学校４校/22 校 

 小学校低学年 小学校高学年 中学生 計 

応募数 613 824 138 1,575 

 

⑵表彰内訳 

 小学校低学年 小学校高学年 中学生 計 

最優秀賞 １ １  ２ 

優秀賞 ３ ３  ６ 

奨励賞 ６ ９ １ 16 

計 10 13 １ 24 
 
 

  ⑶全国コンクール表彰内訳 

 小学校低学年 小学校高学年 中学生 計 

優良賞 ３ １  ４ 

奨励賞 １ ３  ４ 

佳作 ６ ９ １ 16 

計 10 13 １ 24 

 

13 その他 

  本年度より「図書館を使った調べ学習の進め方」の紹介動画を作成し、区の HP で公開予

定です。学校でこどもたちへコンクールについてご紹介いただく際にご活用ください。 

 

担当  中央図書館ボローニャ絵本係  6281-0560 



 

 

「令和６年度 板橋区図書館を使った調べる学習コンクール」審査基準 
 

第一次審査 

⑴ 審査対象作品 

各図書館の管轄エリアの小中学校から応募のあった作品 

⑵ 審査員 

地域図書館司書(又は職員) 

⑶ 審査方法 

下記の各項目を考慮に入れ、上位５%程度を各図書館で選定する。レベル調整会で、応募状

況を鑑みて各部門の作品数を調整し、選定する。 

 

第二次審査 

⑴ 審査員 

教育長、教育長職務代理者、板橋区教育会、板橋区立中学校教育研究会代表、 

地域教育力担当部長、中央図書館長、地域図書館長(又は司書) 

⑵ 審査方法 

下記の各項目を考慮に入れ、各審査員の投票形式で選定し、上位の者から表彰する。同評価

の場合は審査員の合議とする。 

⑶ 表彰 

最優秀賞…各部門１作品、優秀賞…各部門１～３作品、奨励賞…各部門１～10 作品、 

原則総応募数の 1.5%以内の受賞者数とする。また最大で合計 30 作品以内とする。 

 

審査項目 

 本事業が公益財団法人図書館振興財団主催の「図書館を使った調べる学習コンクール」の地域

コンクールも兼ねていることを鑑み、財団の審査基準に合わせ、次のとおりとする。 

① 学校図書館や公共図書館の資料・情報を活用した研究・調査であるか 

② 発達段階に応じたテーマであるか 

③ 的確な資料・情報収集ができているか 

④ 複数の資料・情報を活用しているか  

⑤ 使用した資料・情報の出典が明示されているか 

⑥ 調べる目的、方法、過程などをきちんと示しているか 

⑦ 資料・情報をもとに、自分の考えをまとめているか 

⑧ 調べる過程や作品に、主体的に学ぶ喜びが読みとれるか 

⑨ 情報の整理や表現方法が工夫されているか  

⑩ 総合的な作品の完成度 

 

 

別紙 


